
一時80ドル台乗せ、寒波と原油流通に混乱
NY原油先物相場は、1バレル=80.77ドルまで上昇して昨年7月19日以来の高値を更新した後、77ドル

台後半まで上げ幅を削る展開になった。1月10日にバイデン米政権が対ロシア追加制裁を発表したこと

で、原油流通環境に混乱が生じるリスクが警戒された。引き続き北半球の寒波による需要拡大、供給障

害のリスクも、原油相場を支援している。米原油在庫水準の低さもあり、期近限月を中心に底固い展開

が維持された。ただし、80ドル台では利食い売りを進める動きも強く、週末にかけては上げ幅を削る展

開になった。

国際エネルギー機関（IEA）が1月15日に発表した月報では、米国の対ロシア追加制裁が原油供給の流

れに影響を与える可能性が指摘された。ロシア石油2社、「影の船団」160隻が追加制裁の対象になっ

たが、二次制裁のリスクから一部業者がロシア産に加えてイラン産原油の取引を縮小し、中東や南米産

原油の調達量を増やしている。輸送コストの増大など、原油流通に混乱が生じている。

米エネルギー情報局（EIA）発表の米石油在庫（1月10日時点）は、原油が前週比196万バレル減、ガ

ソリン585万バレル増、石油精製品が308万バレル増となった。
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【現状確認】
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原油フローの混乱警戒で底固い、80ドルを巡る攻防に
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【展望】

原油流通環境の混乱が警戒され、短期上振れリスクが残され

る。米国の対ロシア制裁によって、特にアジア地区の原油調

達環境が大きく変化していることが、原油相場を下支えしよ

う。また、1月20日に米国ではトランプ新政権がスタートす

る。そこでイランに対する経済制裁への警戒感を一段と高め

るような動きがみられると、82ドル水準まで更に上値を切り

上げるリスクがある。厳しい寒波による需要拡大、供給減少

のリスク織り込みも求められる。

特に米原油在庫の取り崩しが続くと、期近限月主導の上昇地

合が支持されやすくなる。これまで低在庫環境はほとんど材

料視されていなかったが。経済制裁と寒波によって世界の原

油供給の不確実性が増す中、低在庫環境に対する警戒感も高

まり始めている。

ただし、あくまでも原油調達先の切り替えに伴う一時的な混

乱状況との評価であり、すでに期近限月に対するプレミアム

加算の動きにはブレーキが掛り始めている。国際エネルギー

機関（IEA）も、石油輸出国機構（OPEC）プラス以外の増産

圧力、OPECプラスが必要に応じて減産を縮小することが可

能なため、需要拡大には対応することが可能との見通しを示

している。また、ロシアも経済制裁の影響を受けない価格水

準であれば、「影の船団」以外でも通常の輸出が可能な状態

にある。

80ドル台での取引時間を増やすことが打診される局面だが、

時間の経過とともに原油流通を巡る混乱は収束に向かい、原

油相場も高値限界を再確認する方向性になろう。北半球の寒

波が終息に向かう予報が出た際には、調整リスクが高まる。

本資料のご利用については、必ず巻末の重要事項（ディスクレーマー）をお読み下さい。
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